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タイトル

2022年5月26日
北海道ガス株式会社

都心部再開発地区（北4東6周辺地区第一種市街地再開発事業）

におけるスマートエネルギーネットワークが完成
～街区一帯の省エネ、かつ災害に強いまちづくりへの貢献～
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北4東6周辺地区の概要

46エネルギーセンター
2019年4月運転開始

2022年3月本格運用開始

北ガスアリーナ札幌46
（札幌市中央体育館）
2019年4月営業開始

ザ・タワーズフロンティア札幌
2019年9月入居開始

イニシアグラン札幌イースト
2022年1月入居開始

スポーツクラブNAS
Vit Park 札幌

2022年3月営業開始

第Ⅰ街区

第Ⅱ街区
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46エネルギーセンターの特徴

天然ガスコージェネレーションシステム
（CGS）と再生可能エネルギーを
組み合わせ、エネルギーを地産地消

耐震性に優れた中圧ガス導管と
天然ガスCGSによる安定的なエネ
ルギー供給

３．街区全体の強靭化
（レジリエンス強化）

需要予測に基づいた省エネやピーク
シフトの働きかけなど、街区一帯で
省エネ・CO2削減を実証中

２．北海道初導入
「CEMS※」の活用

2021年度実績

１．環境性に優れた
エネルギー供給

46エネルギーセンター

※Community Energy Management System：地域エネルギーマネジメントシステム

街区一帯において
省エネルギー効果 12.4%
省CO2効果 19.7％
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街区全体のエネルギーフロー

第Ⅰ街区

ザ･タワーズフロンティア札幌

46エネルギー
センター

北ガスアリーナ札幌46
（札幌市指定基幹避難所）

第Ⅱ街区

・イニシアグラン札幌イースト
・スポーツクラブNAS 

Vit Park 札幌

電力供給網

中圧ガス導管

・非常時も天然ガスコージェネレーションシステムが発電を
継続し、街区へエネルギーを供給。生活に最低限必要
な照明・暖房を確保

・耐震性に優れた中圧ガス導管によりガス供給を継続
（東日本大震災、胆振東部地震で実績）

非常時にも供給継続
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太陽光集熱器赤字：第Ⅱ期工事増強

46エネルギーセンター システムフロー

天然ガス

電 力 電 力

温 水

冷 水

融雪温水

温水ヒーター
4基→6基

地中熱ヒートポンプ
1基

温熱

冷熱
吸収式冷凍機

（排熱投入型）1基

吸収式冷凍機
（直焚き型）1基

天然ガスCGS
1基→2基

（315kW→630kW）
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環境性に優れたエネルギー供給

・天然ガスCGSおよび再生可能エネルギー（太陽熱、地中熱）
により省エネ・低炭素化を実現

・余剰電力は「北ガスの電気」として全道のお客さまに供給

・発生排熱を温水・冷水などに多段階活用
（北海道ならではの特徴として、通常活用されない低温熱は融雪に活用）

天然ガスコージェネレーションシステム 太陽光集熱パネル

46エネルギーセンターの特徴1
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CEMSの活用～街区一帯のエネルギー最適化

ザ･タワーズフロンティア札幌

46エネルギーセンター

北ガスアリーナ札幌46
イニシアグラン札幌イースト
スポーツクラブNAS Vit Park 札幌

情報取得
気象データ、運転実績

イベント情報など

ピ
ー
ク
シ
フ
ト

の
実
施

ピ
ー
ク
シ
フ
ト

の
協
力
要
請

• ICTを活用し建物間を連携
• さまざまな情報を蓄積し、更
なる最適運転へ

地区全体のエネルギー使用量、CO2削減の実現

今後実施予定

46エネルギーセンターの特徴2

＜CEMSの仕組み＞ 需要予測
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CEMSの活用～エネルギー見える化①

・街区内の各施設の共用部
にモニターを設置。街区全
体のエネルギーを見える化

・各施設ではエネルギー
の使用状況を時間帯
ごとに表示
※共同住宅は共用部を対象

46エネルギーセンターの特徴2
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CEMSの活用～エネルギー見える化②

・ザ・タワーズフロンティア札
幌、イニシアグラン札幌
イーストにお住まいのお客
さまにWEB上で電気・ガ
ス・水道の使用量を表示

・省エネ達成状況を表示
し、それぞれのお客さま
に合わせてアドバイス

46エネルギーセンターの特徴2
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CEMSの活用～デマンドレスポンス
46エネルギーセンターの特徴2

・「省エネチャレンジDAY」を実施（対象：ザ・タワーズフロンティア札幌にお住まいの
お客さま）

・これまでに合計3回実施（2020年7月、2021年4月、2022年2月）
・応諾いただいたお客さまには北ガスポイントや達成状況に応じて特典をプレゼント

各戸へのチラシの配布、MS共用部サイネージへの掲示により周知

19時~21時（2時間）の時間帯に
省エネを呼びかけ
応諾世帯のエネルギー削減率
約20％達成

2021年4月の実施例
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街区全体の強靭化～耐震性に優れたガス供給設備

・耐震性の高い溶接鋼管の中圧ガス管で天然ガスCGSにガス供給

・非常時も天然ガスCGSがエネルギー供給を継続し、街区内の必要最
低限の照明、冷暖房等を確保

46エネルギーセンターの特徴3

中圧ガス導管工事 中圧ガス導管・メーター（46エネルギーセンター）
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参考資料
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北ガスグループ経営計画「Challenge 2030」

2050年以降のカーボンニュートラル時代を展望しつつ、2030年
を中間点として位置づけ、北ガスグループのさらなる成長を図り、
省エネを基盤としてあらゆる手段、可能性を探りながら、脱炭素
社会への備えを進めていきます

資源・環境制約が強まる中、次世代プラットフォームの構築によるデ
ジタル化で省エネの定量化と価値化を図り、デマンドサイドデータ活
用による総合エネルギーサービス事業への展開を推進し、量の拡大
に依存しない価値創造型の強固な事業基盤を構築していきます

地方自治体さま等との連携により、地域資源の活用に北ガスグ
ループの総力をあげて取り組み、全道への展開と新たな事業の可
能性を追求していきます

従来の慣行から抜け出し、非効率・不合理なものを排除し、事
業にとって最適なものを追い求めるとともに、DXを最大限活用、
機能させ、業務改革を遂行していきます
※北ガスグループ内全業務のペーパーレス化を達成
（2023年12月末まで）

次代を担う人材として、資格取得等により実践的で高度な専門
家集団、DX推進人材等、北ガスグループ全体での人材育成を
推進し、北ガスグループ機能の強化を図っていきます

社会、経済の急激な変化、災害等に迅速・柔軟に対応できるよ
う、DX活用により日常の中に備えを作り込み、意思決定の迅速
化と明確化の基盤を構築していきます

総合エネルギーサービス事業の
推進による徹底的な省エネと
2030年以降の早期に
CO2ピークアウトを目指し
あらゆる手段、可能性を探り、
備えを進めていく

2050年以降のカーボンニュートラルを展望しつつ、2030年を中間点と位置づけた
経営計画「Challenge2030」の達成に向けて、北ガスグループの総力を結集して挑戦していく

天然ガス
天然ガス普及の最大化

省エネによるCO2削減

再生可能エネルギー
カーボンニュートラルメタン
水素
CCUS・CCS（CO2回収・貯留・活用技術）

CO2クレジット
森林吸収 等

エネルギー量
CO2量

価値創造型事業基盤構築期

脱炭素化への取り組み拡大期

事業成長を図りながら
脱炭素社会への備えを
進めていく
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総合エネルギーサービス
事業の進化による分散
型社会の形成

・天然ガス普及の最大化と徹底的な省エネ
の訴求

・「ガスマイホーム発電＋エネルギーマネジメ
ントシステム（EMS）」の標準化

・都心部再開発における分散型EMSの導
入促進

・デジタル活用によるお客さまサービスの強化

１ 2
・省エネの定量化と価値化

・カーボンニュートラルエネルギーの提供

・低・脱炭素に資する次世代技術への挑戦

・再エネ電源開発と地域の低・脱炭素化

カーボンニュートラル
への挑戦 3

・業務プロセスの見直しと事業コストの徹
底的な削減

・環境変化を踏まえた地域に適した事業
インフラの構築

・高度な専門性を有する人材・組織への
変革

デジタル技術の活用
による事業構造変革

2050年を見据えた2030年までの取り組み

・あらゆる情報を高度に連携・利活
用する次世代プラットフォームにより、
需要と供給を最適化

・業務プロセスを抜本的に変革し、
高付加価値型の強固な事業基盤
を構築

次世代プラットフォームを
活用した事業構造変革

ガスマイホーム発電「コレモ」 稚内風力発電所 上士幌町における
地産地消型エネルギーモデル

札幌市北4東6周辺地区における
地域エネルギーマネジメントシステム

EMINEL ガススマートメーター
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ガスコージェネレーション
システム

約2,500kW

①電力・熱需要予測に基づくプラント最適運転、②需給双方向制御、自動デマンドレスポンス

エネルギーセンター

北ガスの電気

天然ガス

地域熱供給 VPPとして再エネ普及

地中熱ヒートポンプ

統合
インフラ

停電時自立運転

電力

温水

冷水

情報通信

AIを活用した高度なエネルギーマネジメントで一体運用

各建物や利用者の様々な情報をリアルタイムでエネルギーセンターと直接連携

街区内各建物
医療・商業・ホテル・マンション

エネルギーセンターから非常時も電
力・熱を供給
多用途な施設用途を活かして害
時の地域支援拠点を創出

新さっぽろ駅周辺地区Ｉ街区におけるスマートエネルギー事業

2022年6月より運転開始予定


